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※この依頼文を参考に作成してください。
一般的な研究協力依頼状の例ですので、研究の内容や性質によって加筆・修正してください。必要に応じて欄を広げて記載してください。
※赤字の注は削除してください。

年　　月　　日

○○　○○　（協力を依頼する機関名を記載してください）
○○　○○　様（協力を依頼する当該機関の責任者名を記載してください）

研究代表者　氏名：○○　○○
所属：

研究へのご協力のお願い
研究課題名：○○○○○○○○
　拝啓
　　(挨拶文、研究趣旨などを記載する。)
敬具

1． 研究実施体制
　研究責任者（所属・職位・氏名）
共同研究者・研究協力者（所属・職位・氏名）
2．研究目的・背景

3．研究の方法
　研究デザイン、研究対象者、研究期間、データ収集方法や介入方法、分析方法などわかりやすく記載する。

以下、社団法人 日本看護協会の「看護研究倫理指針」より抜粋
4．研究への参加・協力の自由意思
例：この研究への参加・協力は、お断りになることもできます。お断りになっても、
あなたが受ける医療サービスに関して不利益を被ることは一切ありません。研究への参加・協力は、自由意思によって行ってください。

5．研究への参加・協力の拒否権
例：この研究への参加・協力を同意した場合であっても、いつでも途中でやめることができます。研究の参加・協力を取りやめることによって不利益を被ることは一切ありません。遠慮なくにお伝えください。
6．プライバシーの保護
例：この研究にご協力いただける場合、プライバシーは固く守ります。また、研究の
データおよび結果は、研究の目的以外に用いることはありません。録音テープは、研究者･･･が分析し、調査結果がまとまった時点で消去・破棄いたします。

7．個人情報の保護の方法
 　例：個人情報の保護のため････を行います。研究結果を論文やその他の方法で公表する際、匿名性を守ります。

8．研究に参加・協力することにより期待される利益
例：この研究に参加・協力することによって、あなたは･･･を受けることができます。
社会的には･･･が期待されます。 

9．研究に参加・協力することにより起こりうる危険並びに不快な状態とそれが生じた場合　
　の対処方法
 　例：この研究に参加・協力することにより起こりうる危険並びに不快な状態として、･･･が考えられます。万一、これらが生じた場合は、･･･の対処を行います。

10．研究結果の公表方法
例：研究結果は･･･で公表します。研究結果を知りたい場合は、････までご連絡ください。

11． 研究中・終了後の対応
例：研究中・研究終了後は･･･の対応をいたします。この研究の期間中および終了後でも、この研究に関する質問がありましたら、いつでも下記の連絡先にお問い合わせください。
12．研究にかかる利益相反について
　例：本研究は、特定の団体からの資金提供や無償提供は受けておりませんので、研究組織全体に起こりうる利益相反はありません。

13．研究倫理審査を受けていること
例：この研究は、一般社団法人大阪府助産師会において研究倫理審査を受け、承認されております（承認番号○○－○○）　

問い合わせ先
研究代表者　氏名：○○　○○
所属：
連絡先：
